
BCP継続クラウド 操作マニュアル
介護・障害福祉事業所向けの BCP（業務継続計画）サービス。設問に答えるだけで BCP を自動生成し、
研修・訓練・年次見直し・避難確保計画まで運用して『業務継続計画未策定減算』を回避します。

本マニュアルでは、目次の各機能について操作手順を順番に説明します。各機能の画面で必要なデータ
を作成・登録し、結果を確認できます。
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1. BCP自動生成ウィザード

事業所・災害種別を選び、職員体制・代替施設・備蓄・業務優先順位を設問形式で入力すると、厚労省
ガイドラインの章立てに沿った BCP 初版を自動生成します。

ステップ 1: BCP文書の一覧画面を開きます



BCP文書の一覧画面を開きます

ステップ 2: 「+ BCPを自動生成」からウィザードを開きます

「+ BCPを自動生成」からウィザードを開きます

ステップ 3: Step1: 対象の事業所を選択します



ステップ 4: Step1: 災害種別（自然災害）を選択します

Step1: 災害種別（自然災害）を選択します

ステップ 5: Step2: 「次へ」で職員体制・緊急連絡網の入力に進みます



Step2: 「次へ」で職員体制・緊急連絡網の入力に進みます

ステップ 6: Step2: 統括責任者を入力します

ステップ 7: Step2: 発災時の職員体制（役割分担）を入力します

ステップ 8: Step2: 緊急連絡網（連絡手段・優先順位）を入力します



Step2: 緊急連絡網（連絡手段・優先順位）を入力します

ステップ 9: Step3: 「次へ」で代替施設・備蓄の入力に進みます

ステップ 10: Step3: 代替施設・代替手段を入力します

ステップ 11: Step3: 備蓄品（飲料水・食料・医薬品等）を入力します



Step3: 備蓄品（飲料水・食料・医薬品等）を入力します

ステップ 12: Step4: 「次へ」で業務優先順位の入力に進みます

ステップ 13: Step4: 優先継続業務を入力します

ステップ 14: Step4: 復旧目標（目標復旧時間など）を入力します



Step4: 復旧目標（目標復旧時間など）を入力します

ステップ 15: Step5: 確認画面で「BCPを生成する」を押す準備が整います

Step5: 確認画面で「BCPを生成する」を押す準備が整います

ステップ 16: BCP初版が自動生成され、詳細画面に本文が表示されます



BCP初版が自動生成され、詳細画面に本文が表示されます

2. 減算要件チェック

策定・研修・訓練・年次見直しの4要件の充足状況を事業所別に可視化します。減算区分（3% /
1%）から想定減算額を自動試算し、法人全体の影響額もシミュレーションします。

ステップ 1:
減算要件チェック画面を開きます。事業所別に4要件の充足状況が並びます



減算要件チェック画面を開きます。事業所別に4要件の充足状況が並びます

ステップ 2:
未充足の事業所はリスク信号（赤・黄）と想定減算額が強調表示されます

未充足の事業所はリスク信号（赤・黄）と想定減算額が強調表示されます



ステップ 3:
下部の想定減算額シミュレーションで法人全体の月額影響額を確認できます

下部の想定減算額シミュレーションで法人全体の月額影響額を確認できます

3. 研修・訓練記録

災害対応の研修・訓練を実施日・参加者・シナリオ・振り返り付きで記録します。次回期日を設定する
と減算要件チェックへ自動連携され、期日アラートの対象になります。

ステップ 1: 研修・訓練の一覧画面を開きます



研修・訓練の一覧画面を開きます

ステップ 2: 「+ 記録を追加」から記録入力フォームを開きます

「+ 記録を追加」から記録入力フォームを開きます

ステップ 3: 対象の事業所を選択します



ステップ 4: 種別（訓練）を選択します

ステップ 5: カテゴリ（自然災害）を選択します

ステップ 6: 参加者数を入力します

ステップ 7: 実施シナリオを入力します

ステップ 8: 次回期日を入力します。期日アラートに自動連携されます

次回期日を入力します。期日アラートに自動連携されます

ステップ 9: 「保存」をクリックすると一覧の先頭に新しい記録が追加されます



「保存」をクリックすると一覧の先頭に新しい記録が追加されます

4. 避難確保計画

水防法・土砂災害防止法の対象となる浸水・土砂災害警戒区域の事業所向けに、避難先・避難経路・要
配慮者を登録します。自治体提出様式はブラウザ印刷で出力できます。

ステップ 1: 避難確保計画の一覧画面を開きます



避難確保計画の一覧画面を開きます

ステップ 2: 「+ 計画を作成」から作成フォームを開きます

「+ 計画を作成」から作成フォームを開きます

ステップ 3: 対象の事業所を選択します



ステップ 4: ハザード種別（土砂）を選択します

ステップ 5: 状態（確定）を選択します

ステップ 6: 避難先を入力します

ステップ 7: 避難経路を入力します

ステップ 8: 要配慮者（氏名・必要な支援）を入力します

要配慮者（氏名・必要な支援）を入力します

ステップ 9: 「保存」をクリックすると一覧に避難確保計画が追加されます



「保存」をクリックすると一覧に避難確保計画が追加されます

5. 事業所・組織管理

事業所（複数）・サービス種別・減算区分・ハザード区域を登録し、緊急連絡網・代替体制まで一元管
理します。連絡網は BCP に反映され、本部から全事業所の状況を横断管理できます。

ステップ 1: 事業所の一覧画面を開きます



事業所の一覧画面を開きます

ステップ 2: 「+ 事業所を登録」から登録フォームを開きます

「+ 事業所を登録」から登録フォームを開きます

ステップ 3: 事業所名を入力します



ステップ 4: サービス種別を選択します

ステップ 5: 減算区分（訪問・通所系等 1%）を選択します

ステップ 6: 都道府県を入力します

ステップ 7: 想定介護報酬（月額）を入力します

想定介護報酬（月額）を入力します

ステップ 8: 「登録」をクリックすると事業所詳細ページに遷移します



「登録」をクリックすると事業所詳細ページに遷移します

ステップ 9: 事業所詳細では緊急連絡網・代替体制を追加できます

事業所詳細では緊急連絡網・代替体制を追加できます



6. ダッシュボード（減算リスク信号）

ログイン後のダッシュボードでは、事業所別の減算リスク信号、60日以内の期日アラート、事業所サマ
リを一目で確認できます。法人全体の想定減算額も集計表示されます。

ステップ 1:
ダッシュボードを開きます。事業所別の減算リスク信号カードが並びます

ダッシュボードを開きます。事業所別の減算リスク信号カードが並びます

ステップ 2:
「期日アラート」で60日以内の研修・訓練・年次見直し期日を確認できます



「期日アラート」で60日以内の研修・訓練・年次見直し期日を確認できます

ステップ 3:
「事業所サマリ」表で全事業所の充足状況とリスクを横断確認できます

「事業所サマリ」表で全事業所の充足状況とリスクを横断確認できます




